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１ 情報を認識する 

２ 情報探索を計画する 

３ 情報を入手する 

４ 情報を分析・評価し、整理・管理する 

５ 情報を批判的に検討し、知識を再構造化する 

６ 情報を活用・発信し、プロセスを省察する  

１-１  大学の学修・研究と情報                            

 

1-1-1 大学における学術情報  

これまで皆さんが学習してきた教科書

に書かれていた内容の多くは、過去の研究

者による研究活動の成果が元になってい

ます。そして大学では、現在も新たな学術

情報が日々生産され、論文や図書といった

形で発表されています。発表された研究成

果は流通して参考文献や引用という形で

「消費」され、他の研究の元となることで、

さらに発展した研究成果につながってい

きます。 

皆さんはこれから、大学で最新の学術情

報を学んでいくことになります。そして、いずれは皆さんも新たな学術情報の「生産者」となる

ことが期待されています。 

 さて、学術情報の数は年々蓄積され、爆発的に増加しています。その膨大な情報の中から本当

に必要なものを見つけ出し、適切に活用するためには情報リテラシーが必要です。次節で詳しく

みていきましょう。 

 

1-1-2 大学生としての情報リテラシー 

（１）情報リテラシーとは 

 情報リテラシーという用語は、単に情報検索ができるとか、パソコンが使えるといった狭い範

囲の能力を指すだけの言葉ではありません。国立大学図書館協会では「情報リテラシー」を 

「課題を認識し、その解決のために必要な情報を探索し、入手し、得られた情報を分析・評価、

整理・管理し、批判的に検討し、自らの知識を再構造化し、発信する能力」※ 

と定義しています。この定義を課題認識から情報発信に至るまでの場面に切り分けると以下の 6

場面で表されます。 

＜情報活用行動プロセスの 6 場面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学において学びを深め、学術情報の消費者・生産者となるためには、この情報活用行動プロ

セスの 6 場面それぞれで必要な情報リテラシーを身につけ、活用することが求められます。 

 

※高等教育のための情報リテラシー基準 2015 年版．国立大学図書館協会教育学習支援検討特

別委員会．https://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503b.pdf  

  

大学構成員 

論文執筆 

講演・研究報告書 

生産 

 

学術情報 消費 
参考文献・引用 

 

https://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503b.pdf
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（２）情報リテラシーを身につけるためには 

 では、具体的にどうすればよいのでしょうか。情報リテラシーは、基礎的な知識を身に付け、

経験を積みながら情報活用行動のプロセスを繰り返すことでどんどん鍛えられます。大学は情報

リテラシーを身に付けるのに絶好の空間です。大学の講義や演習によって獲得できる知識・経験

のみならず、自分でも学修していくことができます。この情報探索ガイドブックを活用しながら、

あらゆる機会において自分を鍛えていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-２   大学図書館の役割と活用方法                      

1-2-1 大学図書館の役割 

 大学図書館は大学の中で、学

術情報を扱う中核的な機関で

す。 

 大学図書館は、学生・教職員

の学修・研究に必要な情報を収

集し、整理して保存し、提供し

ています。これまでは主に保存

に重点が置かれ、古くからの希

少な資料も多数保存していま

す。同時に情報化社会の中で、

従来の紙媒体の資料に加えて、

視聴覚資料や電子ブック・電子

ジャーナルといった電子資料

の提供も行っています。 

 インターネットの普及により、学術情報の流通もグローバルに展開されるようになる中、大学

図書館では、所蔵する貴重資料の永続的な保存や、学内で生産された学術情報を集積し世界に発

信する学術情報リポジトリ(＊)のための電子化を進め、公開する役割も担うようになりました。

これにより学内、地域、国内外とのシームレスな学術情報の循環に寄与することを目指していま

す。  ＊学術情報リポジトリ：p.54 参照  

大学内での役割＝教育・研究のサポート

•学術情報の収集及び保存 ・学内への利用サービス

地域社会での役割＝地域の学術基盤の中核

•地域の学術機関との連携 ・地域住民への学術情報提供

国内外での役割＝学術情報流通の担い手としての図書館

•学内生産資料の発信

•全国図書館ネットワークの形成

•他機関利用者へのサービス

【経験の蓄積・活用】 

 

効率的・効果的情報収集 

適切な情報の評価・選択 

正しい情報の利用 

情報リテラシーの獲得・情報リテラシーの活用 

フィードバック 

 
【基礎的な知識の獲得】 

情報機器の使い方 

情報の探し方の基本 

図書館の使い方 

研究の方法 

文章の書き方 

知識の実用 
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1-2-2 大学図書館の多様な資源 

大学図書館では図書以外にもさまざまな資源を提供しています。所蔵している資料はもとより、

インターネット上にある資料や、他の図書館が持っている資料の提供も可能です。 

また図書館は、学修・ディスカッションの場、学術情報を扱う専門職である図書館職員の知識・

経験なども提供しています。これら大学図書館が提供する資源を利用することは、大学の構成員

である学生の皆さんに与えられている権利です。ぜひ大いに活用しながら、充実した大学生活を

送ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【秋田大学附属図書館の利用方法については，パンフレット「ようこそ図書館へ」及び 

当館ホームページを参照して下さい】 

 

 

生成 AI の利用   

 

近年飛躍的な進化と普及が進んでいる ChatGPT などの生成 AI。ライティング支援

や翻訳など、学習・研究の様々な手助けをしてくれる便利なツールです。 

便利である一方で、生成 AI が誤った回答や古い回答を出力することも多く見られ

ます。生成 AI が提示した参考資料が架空の本だった……という事例もあります。 

また、未公開の論文や研究データ、個人情報や機密情報の高い内容を入力すること

による情報漏洩・流失に繋がるおそれもあります。 

秋田大学では、生成系 AI からの出力内容を、授業担当教員の許可無く、授業の成

績評価の根拠となる課題や試験の解答に使用することは禁止しています。もし使用

する場合でも、出力内容をそのまま鵜呑みにするのではなく、必ず信頼性の高い複数

の情報源で確認する習慣を持ち、自分の考えや理解を深めるための補助ツールとし

て、適切に活用しましょう。 

 

文化庁「AI と著作権について」 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html  

秋田大学情報統括センター「ChatGPT の使用について」 

https://www.gipc.akita-u.ac.jp/service/chatgpt 

他の図書館へのナビゲーション 
 

他の図書館から借用 

文献複写取り寄せ 

図書館職員・サポーター 
 

レファレンス・利用案内 

情報検索講習 

電子資料 
 

電子ジャーナル 

電子ブック 

データベース 

所蔵資料 
 

図書・雑誌 

新聞・視聴覚資料 

貴重書・郷土資料 

施設・設備 
 

学修・ディスカッション 

くつろぎの場・PC利用 大学図書館が  

持つ資源  

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
https://www.gipc.akita-u.ac.jp/service/chatgpt
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